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　当院の乳腺センターは，2012年4月に
開設され，現在，診療部門と検診部門で
2台のマンモグラフィが稼働している。検
診部門では熊本市の乳がん検診や任意検
診を行っているが，診療の主体は乳がん
診療であり，年間約250件の手術が行わ
れる。2024年4月には，新たにシーメン
ス社製の「MAMMOMAT�B.brilliant」の
国内初号機を導入し，乳がん診療に用い
ている。2024 年 4 月から 1年の間に
MAMMOMAT�B.brilliantで撮影した件数
は2776件であり，そのうち894件でトモ
シンセシスを撮影している。本稿では，
MAMMOMAT�B.brilliantの2Dマンモグ
ラフィと合成2Dマンモグラフィ，トモシ
ンセシスの運用や所見ごとの評価，課題
などについて解説したい。

MAMMOMAT�B.brilliant
の特徴

　MAMMOMAT B.brilliantのトモシ
ンセシスは50°（－25°〜＋25°）と広角で
ある。振り角が大きいほど組織の重なり
の影響を受けにくくなり，病変が確認し
やすくなる。日本人女性の乳房には高
濃度乳腺が多く，従来の2D画像では乳
腺に隠れて見えなかった病変がスライス
画像により確認することができる。
　MAMMOMAT B.brilliantでは，広
角でありながらトモシンセシスのみの撮
影時間は約5秒程度と短くなっており，
この高速撮影と高画質の画像を可能と
した理由として，「Flying Focal Spot

（FFS）」技術の搭載がある。通常のトモ
シンセシスは，X線管が連続的に動きな
がらパルスにてX線を曝射し，トモシン
セシスのプロジェクション画像（元画像）
を収集する。この時，焦点はX線管内
で一緒に動きながら撮影をしている。パ
ルス照射中にも焦点は動いているため，
実効的な焦点サイズが大きくなり，特に
微細な病変の描出能に必要なシャープさ
を損なう場合がある。Flying Foca l  
S p o t を搭 載した M A M M O M A T 
B.brilliantでは，X線管は1方向に動く
が，焦点はX線管の中で電磁偏向によ
りX線管の進行方向とは逆方向に移動
をしながら撮影をするため，静止状態に

置かれる。すなわち，実効的な焦点サイ
ズを小さく保ちながらプロジェクション
データを収集できるため，鮮鋭度の高い
画像の高速撮影が可能である。Flying 
Focal Spot技術を用いることで，平面
分解能と深部分解能を両立した画像を
撮影でき，また，短時間で撮影すること
で患者の負担も少ない検査が可能であ
る。さらに，トモシンセシス撮影後，画
像処理が完了するのを待たずに次の撮影
を行うことができるため，撮影する診療
放射線技師にとってもストレスのない仕
様となっている。

当院における運用について

　『乳癌診療ガイドライン2 疫学・診断
編 2022年版』では，診断マンモグラフィ
において乳房トモシンセシスを追加する
ことが弱く推奨されている 1）。当院の運
用としては，原則検診後の要精査目的
の症例や他施設から紹介状のある患者
の両側MLOのみトモシンセシスを施行
し，必要時に追加撮影を施行している。
　MAMMOMAT B.brilliantでは，ト
モシンセシスのデータを用いて再構成し
て作った合成 2 D マンモグラフィ画像

「Insight2D」を作成できるが，合成2D
マンモグラフィは，通常，乳腺の医師が
読影するマンモグラフィのワークステー
ションのサーバには転送しておらず，放
射線科PACSにのみ送信している。理
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2． トモシンセシスと合成2Dマンモグラフィの臨床および技術
2） シーメンス社製装置によるトモシンセシスと
合成2Dマンモグラフィの臨床と技術
【臨床編】�シーメンス社製「MAMMOMAT�B.brilliant」による

トモシンセシスと合成2Dマンモグラフィの使用経験
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マンモグラフィが描く乳腺画像診断の世界
─トモシンセシスと合成2Dマンモグラフィを中心に

Ⅱ

Women’s Imaging 2025特 集

乳腺
画像診断
の世界

AIが照らす




